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鯉幟
こいのぼり

ワークショップを万博会場で実施します 

－ヨルダンパビリオンとの連携－ 
 

堺市では、大阪・関西万博の公式参加国であるヨルダン・ハシェミット王国と連携し、堺の伝統産業である堺五月鯉

幟を活用したワークショップをヨルダンパビリオンで実施します。 

ワークショップを通じて堺市とヨルダンパビリオンで相互に PR し、万博を契機として国内外へ堺の魅力を発信します。 

 

1 日時  令和 7 年 4 月 24 日（木）   ＜第一部＞午前 10 時～正午 

                            ＜第二部＞午後 2 時～午後 4 時 

 

2 場所  大阪・関西万博 ヨルダンパビリオン 2 階 多目的室（大阪市此花区夢洲） 

    

3 内容  全長 5 メートルを超える手描きの堺五月鯉幟に、参加者が平和への願いや未来に向けた想いを込めた  

メッセージを書き込むことでオリジナルの鯉幟を制作します。 

       制作した鯉幟は 5 月 8 日（木）から 5 月下旬までヨルダンパビリオンで掲揚予定です。 

 

4 申込  事前申込不要（各部先着 20 名程度） 

       ※万博来場者であればどなたでも参加可能です。 

 

5 堺五月鯉幟 

大阪府知事指定伝統工芸品に指定されている堺五月鯉幟は、明治初期に名古屋の紙鯉をヒントに大阪で手描

きの鯉幟を作ったのが始まりです。真鯉に金太郎がまたがったデザインと立体的な構造が特徴で、太くつくられたお腹

が風を受けて大きくふくらむことでより本物に近い形が作り出されます。数十種類の刷毛と筆、選りすぐりの顔料を使

い、下書きなしで描かれる鯉幟は、繊細なぼかし、鱗の力強い輪郭など手書きにしか出せない力強さを生み出して

います。 

 

      

 

 

 

 

堺五月鯉幟 



 

6 ヨルダンパビリオンの概要（ヨルダンパビリオンより） 

大阪・関西万博 2025 ヨルダン館では「時を紡ぐ」をテーマにさまざまな日本人のアーティストの方々と協業していま

す。ヨルダン館の「風土・味・香り」を通じて、今までにない中東の世界へ皆様を誘います。360 度のシアタールームで

は実際の砂漠の砂を本国から直接輸入し、実際の砂漠の雰囲気を感じていただきながら、ヨルダンの歴史をお楽し

みいただけます。 

豊かな現代性と由緒ある伝統が交じり合う空間でヨルダン館が放つ「瞬間の美」を感じていただけます。 死海のエッ

センスをご堪能いただける特別なスパエリアも常設しております。歴史あるヨルダン。新しい道標を探究できる唯一無

二の空間です。それはまさに「ヨルダン館」の世界に袖を通した瞬間に、ご自身の中から優美な色彩感と感性が滲み

出す「時」を感じていただけます。 

当日は会場にて是非ヨルダン館が想う、独創的な大胆さと真価をご体感ください。 

 

 

 

 

 

 

 

ヨルダンパビリオン 

 

7 本市とヨルダンとの関わり 

  ヨルダンから万博を契機とした連携について働きかけがあり、「万博国際交流プログラム※」を活用した交流事業を実

施することとなりました。 

  ※内閣官房が主体となり、地域住民と万博参加国・地域の関係者が、地方公共団体の事業を通じて継続的に

国際交流するための枠組みです。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

担 当 課：市長公室 政策企画部 広域連携課 

電 話：072-222-0380 

フ ァ ッ ク ス：072-222-9694 

 


